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巻 　 頭 　 言

戦
争
と
作
戦･

戦
闘

　

終
戦
か
ら
七
十
余
年
を
経
過
し
、
あ
の
戦
争
当
時
指
導
的
な
立
場
に
あ
っ
た
方
々
は
既
に
亡
く
、
戦
争
の
経
験

者
か
ら
直
接
そ
の
体
験
を
伺
う
機
会
す
ら
少
な
く
な
っ
た
。

　

大
東
亜
戦
争
に
つ
い
て
の
研
究
も
、
当
時
の
重
要
人
物
か
ら
当
時
の
秘
話
を
聞
き
だ
し
ス
ク
ー
プ
す
る
と
い
う

段
階
か
ら
、
今
後
は
基
本
的
な
史
料
か
ら
考
察
し
て
い
く
段
階
に
入
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

戦
史
と
い
う
言
葉
は
、
大
は
作
戦
・
戦
闘
の
み
な
ら
ず
外
交
・
政
治
・
経
済
ま
で
含
ん
だ
「
戦
争
史
」
と
言
う

べ
き
も
の
か
ら
、
小
部
隊
の
戦
闘
史
ま
で
の
幅
が
あ
る
。

　

大
東
亜
戦
争
を
研
究
す
る
た
め
の
基
本
的
文
献
と
し
て
は
防
衛
庁
が
編
纂
し
た
、
い
わ
ゆ
る
公
刊
戦
史
は
基
本

的
文
献
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
こ
れ
が
「
戦
争
史
」
か
と
言
う
と
疑
問
が
残
る
。
公
刊
戦
史
は
「
開
戦

経
緯
シ
リ
ー
ズ
」
七
巻
で
軍
事
と
外
交
の
関
係
を
、「
大
本
営
シ
リ
ー
ズ
」
一
七
巻
で
軍
中
央
部
の
統
帥
を
、「
軍

戦
備
シ
リ
ー
ズ
」
一
三
巻
で
軍
備
の
維
持
建
設
を
記
述
し
、
残
り
六
五
巻
が
各
方
面
毎
に
「
進
攻
作
戦
」「
ソ
ロ

モ
ン
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
」「
中
部
太
平
洋
」「
南
西
方
面
」「
ビ
ル
マ
」
等
一
一
地
域
別
に
陸
軍（
陸
軍
航
空
）、
海
軍

毎
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
作
戦
史
で
あ
る
。

　

こ
の
編
纂
要
領
は
明
治
憲
法
の
下
で
軍
事
に
つ
い
て
は
、
陸
軍
の
「
参
謀
本
部
」
と
海
軍
の
「
軍
令
部
」
の
二

元
統
帥
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。「
戦
争
」
の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め
に
は
陸
、
海
双

方
の
資
料
を
合
わ
せ
て
読
み
込
む
と
と
も
に
、
更
に
政
治
・
外
交
、
経
済
・
産
業
・
資
源
等
の
各
方
面
か
ら
考
察

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

ク
ラ
ウ
ゼ
ウ
ィ
ッ
ツ
は
『
戦
争
論
』
に
お
い
て
「
戦
争
の
基
本
的
な
要
素
と
は
、
二
者
間
の
闘
争
即
ち
決
闘
で

あ
る
。
戦
争
と
は
畢
竟
す
る
に
決
闘
の
拡
大
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
」
と
言
い
、
ま
た
「
戦
闘
の
集
積
が
作

戦
で
あ
り
、
作
戦
の
累
積
が
戦
争
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
帝
国
陸
軍
は
、
作
戦
要
務
令
の
綱
領
に
お
い

て
「
軍
ノ
主
ト
ス
ル
所
ハ
戦
闘
ナ
リ
故
ニ
百
事
皆
戦
闘
ヲ
モ
ッ
テ
基
準
ト
ス
ベ
シ
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
戦
闘
の
原
則
が
即
ち
戦
争
指
導
の
原
則
と
は
な
り
得
な
い
も
の
で
あ
り
、「
戦
争
」
を
理
解
す
る
た
め
に
は

政
治
・
外
交
、
経
済
・
産
業
・
資
源
等
更
に
広
い
分
野
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
戦
闘
は
戦
争
の
基
礎
的
事
項
で
あ
り
、
こ
れ
を
無
視
し
て
戦
争
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
戦
後

七
〇
年
、
日
本
は
戦
闘
を
交
え
る
こ
と
な
く
平
和
を
享
受
し
た
結
果
、
直
接
の
戦
闘
経
験
者
は
極
め
て
少
な
い
状

態
と
な
り
、
こ
れ
を
他
国
の
経
験
か
ら
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
戦
闘
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
も
、

テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
等
の
不
正
規
戦
闘
か
ら
通
常
兵
器
に
よ
る
戦
闘
、
極
限
と
し
て
は
相
互
に
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
を
用
い
る
全

地
球
的
な
核
戦
争
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

　

壮
大
な
安
全
保
障
論
、
核
戦
略
論
に
お
い
て
も
「
戦
闘
」
の
実
相
と
離
れ
た
議
論
は
、
基
礎
の
な
い
建
物
と
同

じ
で
「
砂
上
の
楼
閣
」
の
危
う
さ
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。

（
大
東
信
祐
）


